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【確定給付企業年金】Ｑ＆Ａ   

◇確定給付企業年金とは、退職までの勤続年数に基づき勤続ポイントの累計によって   

決まる額のことです。 

◇勤続年数によって、受け取り方の選択肢が異なりますので、まず下表でご確認ください。 

  

☞＜START＞☞ 確定給付企業年金の受け取り方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｑ＆Ａ】 

Ｑ①．年金通算とは何ですか？ 年金通算フローチャート 

     Ｑ②．税金はどうなりますか？ 

※Ｑ③．年金を選択した場合、受給期間は？ 

    ※Ｑ④．年金の受け取りスタートは？ 

    ※Ｑ⑤．年金を選択した場合、いつから受け取れるのですか？ 

    ※Ｑ⑥．年金受給中、死亡した場合はどうなるのですか？ 

    ※Ｑ⑦．年金受給中、一時金が必要になった場合は？ 

    ※Ｑ⑧．年金で受給する場合のメリットは？ 

     

 

一時金を受ける ⇒ Ｑ②へ 

60～65 歳になったとき 

から年金を受ける 

退職時に一時金を受け、 

60～65 歳から年金を 

受ける 

選
択 

選
択 

⇒ Ｑ③～⑧へ 

⇒ Ｑ②～⑧へ 

年 金 

一時金 

年 金 

○勤続年数 ３年以上２０年未満の方 ⇒ 

○勤続年数 ２０年以上の方     ⇒ 

一時金を受ける ⇒ Ｑ②へ 

へ 

へ 

※印は、 

勤続年数 20 年 

以上の退職者に 

限られます 

一時金 

一時金 

Ａ 

Ａ 

Ｂ 

Ｂ 
 

移 換  Ｑ①へ ⇒年金通算フローチャートで選択 
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Ｑ①．年金通算とは何ですか？ 

Ａ．これまで各企業や基金では、加入者の老後の安定の一助となるよう、さまざまな年金制度をつ

くり運営してきました。 

しかし、従来の終身雇用を前提とした制度では、現代のライフスタイルに対応することが難し

くなってきています。転職など雇用の流動化に対応し、これまで企業ごと、基金ごとに運営さ

れてきた年金制度にヨコのつながりを持たせることが考えられました。 

これが年金通算の制度です。 

年金通算が確保されることにより、転職や離職をした場合にも転職先の年金制度に年金資産が

引き継がれ、将来年金を受けられるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

住友ゴム企業年金 

企業年金連合会 

年金通算のイメージ 

※注） 

厚生年金基金・ 

確定給付企業年金に

ついては、規約に移換

の受入れを定めている

場合のみ移換できる。 

事前に再就職先へ 

ご確認ください。 

脱退一時金相当額の移換 

（本人希望による） 

再就職先 

 厚生年金基金 

 確定給付企業年金基金 

 確定拠出年金 

※注） 

住友ゴム連合企業年金基金における年金通算 

※注）移換するには、退職後１年以内。但し、厚生年金基金へ移管する場合は 

資格取得日から３ヶ月を経過する日のいずれか早い日の申し出が必要です。 

 

移換(年金通算)する場合には、①～⑤より１つを選択します。 

次ページのフローチャートで、詳細を確認してください。 

 

確定給付企業年金 

脱退一時金相当額 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 個人型確定拠出年金(国民年金基金連合会) 

再就職先の年金制度 

厚生年金基金    ※ 

確定給付企業年金   ※ 

企業型確定拠出年金  

 ※受け入れる規約がある場合のみ 

通算企業年金(企業年金金連合会) 

移 換 
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●脱退一時金を受け取らず、移換(年金通算)する場合には①～⑤より１つを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①②③  再就職先制度に脱退一時金を移換する 

（確定拠出年金または受入れを規約に定めている確定給付企業年金・厚生年金基金） 

 

◇移換の可否については再就職先にてご確認ください 

◇移換後の取り扱いは、受け入れ先の規約に準じます 

◇退職後１年以内に、再就職先で移換の手続きをしてください。但し、厚生年金基金へ 

 移換する場合は、資格取得日から３ヵ月を経過する日のいずれか早い日になります。 

 

④  企業年金連合会へ移換し、将来通算企業年金を受け取る 

 

企業年金連合会から支払われる年金（通算企業年金）は･･･ 

◇支給開始は原則６５歳から（生年月日によって異なります） 

◇８０歳までの保証期間があり、終身年金です 

◇移換された場合、脱退一時金相当額から、事務費が差し引かれます 

◇退職後１年以内に(企年)までお申し出ください 

 

⑤  国民年金基金連合会の「個人型確定拠出年金」へ移換する 

 

◇国民年金の第一号被保険者となる方や、企業年金制度（厚生年金基金・ 

確定給付企業年金・確定拠出年金等）のない企業へ転職された方が対象です 

◇自分で、金融機関を決定し、運用商品を選択します 

◇事務費として初回手続き手数料2,777円のほか、毎月手数料が必要です 

◇退職後１年以内に金融機関へお申し出ください 

年金通算フローチャート 

移

換

希

望 

④ 通算企業年金 

(企業年金連合会) 

⑤ 個人型確定拠出年金 

 (国民年金基金連合会) 

※第 1 号被保険者 

再就職先に 

①②③ 

いずれかの 

企業年金制度 

がある場合 

再就職しない、 

または 

再 就 職 先 に 

脱退一時金を

うける年金制

度がない場合 

① 厚生年金基金 

② 確定給付企業年金 

③ 企業型確定拠出年金 

※受ける規約がある場合のみ 

※受ける規約がある場合のみ 

移す 

移す 

受ける規約があるかど

うか再就職先へご確認

ください 

手続きは、再就職先で 

行います 

制度の有無を、再就職

先へご確認ください 

手続きは、再就職先で

行います 

手続きは(企年)で行い

ますので、お申し出く

ださい 

ご自身で金融機関を決

定し、直接お申し出く

ださい。 
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Ｑ②．税金はどうなりますか？ 

Ａ．＜一時金で受け取る場合＞ 

退職所得税枠を利用することができます。 

年金受給途中に一時金へ変更した場合、同様に退職所得税枠を利用することができます。 

＜年 金で受け取る場合＞ 

年金支給の都度、7.6575％源泉徴収されます。 

源泉徴収は仮の税金ですから、確定申告にて、国の年金、給与所得等を合わせて正しい税金

額を計算し、納税もしくは還付をすることになります。 

 

企業年金（確定給付年金、確定拠出年金）にかかる税は、国の年金（報酬比例部分＝老齢厚

生年金、定額部分＝老齢基礎年金）と合わせて公的年金控除を利用することができます。（年

齢、年金収入により一定の控除が適用されます。） 

一方、一時金として受け取り、個人で運用する場合は、収益にかかる税、及び運用に関わる

手数料もかかりますので、総合的に判断することが必要です。 

 

Ｑ③．年金を選択した場合、受取期間は？ 

Ａ．受給期間は、①5 年 ②10 年 ③10 年(前半 5 年厚）④17 年有期確定 ⑤17 年保証終身の中

から、ライフプランにあわせて選択してください。 

受給開始後は、期間を変更することはできません。 

但し、60 歳以降繰り下げを申請し、受給開始前であればプラン変更可能です。 

 

Ｑ④．年金の受け取りスタートは？ 

Ａ．年金の受給開始時期は、60 歳から 65 歳まで 6 ヶ月単位で選択できます。 

年金受給期間は、開始時期からの期間となります。 

60 歳以降繰り下げる場合は、繰り下げ期間に対し１.５％／年の乗率で加算されます。 

 

Ｑ⑤．年金を選択した場合、いつから受け取れるのですか？ 

Ａ．勤続 20 年以上勤めた人が満 60 歳に達したときに受給権が発生します。 

満 60 歳に達した日が属する月の、翌月分から年金を受け取ることができます。 

 

受け取るのは、年６回、偶数月(２月･４月･６月･８月･10 月･12 月)の初日です。 

(金融機関の休業日に当たる場合は翌営業日) 

 

 

 

 

 

 
10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

満 60 歳 

受給開始月 初回受給（11 月分） 受給（12 月・1 月分） 
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Ｑ⑥．年金受給中、死亡した場合はどうなるのですか？ 

Ａ．死亡した時点での年金支給現価が、ご遺族に一時金として支給されます。 

（ご遺族が引き続き、年金として受け取ることはできません） 

支給額は、その時点の有期確定期間の残余期間に定める乗率を掛けた金額となります。 

但し、17 年保証終身の場合は、有期確定期間は 17 年となりますので、17 年を超えて終身で

受けている場合は、遺族一時金はありません。 

 

Ｑ⑦．年金受給中、一時金が必要になった場合は？ 

Ａ．原則として、年金の受給を受けてから 5 年を経過してから、申し出により有期確定期間の残

余期間について一時金で受け取ることができます。 

但し、①受給権者またはその属する世帯の生計を主として維持するものが、震災、火災等 

の災害で住宅、家財、またはその他の財産について著しい損害を受けた時 

②受給権者がその債務を弁済することが困難な時 

③受給権者が心身に重大な障害を受け、または長期間入院した時 

④その他前各号に準ずる事情の時 

は、5 年経過前でも、申し出により有期確定期間の残余期間について一時金で受け取ることが

できます。各号に準ずる事情がある場合は、企業年金窓口にご相談ください。 

一時金で受け取る時は、全額となります。（一部年金の選択はできません。） 

 

＜一時金が選択できる期間 17 年保証終身ﾌﾟﾗﾝ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ⑧．年金で受給する場合のメリットは？ 

Ａ．国の年金は、既に基礎年金（国民年金相当部分）は 65 歳まで繰り下げになっており、報酬比

例部分も順次 65 歳まで繰り下がる予定になっています 

(男性：昭和 28 年 4 月 2 日以降生まれの方 女性：昭和 33 年 4 月 2 日以降生まれの方) 

老後の安定した生活を送るには、企業年金の役割は益々大きくなってきたといえます。 

また、０７年～０８年のように、株式市場大幅下落の中で、一時金を投資信託などで自己運

用していた場合、元本を毀損したことも散見されましたが、企業年金は運用収益３.０％を前

提としており、安定しているといえます。 

以上 

 

退職 受給開始(60 歳) ５年経過(65 歳) 12 年経過(77 歳) 

一時金の選択可能 一時金の選択可能 

原則、一時金選択ができない
保証期間を終了しているので 

一時金選択はできません 

＜問い合わせ先＞ 

住友ゴム連合企業年金基金 

〒651-0072 神戸市中央区脇浜町３－６－９ 

TEL：078-265-3060 FAX：078-265-3144 


